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	審議の中で，構成員から，中期目標期間の業務の実績に関する評価の結果についての報告を踏まえて審議したい旨発言があり，先に報告事項１について報告した。
	構成員から，以下のような発言があった。
	・　大学の方針として，食の安全安心に特化するのか，バイオマスや地域貢献などと広げ
	ていくのかが分かりにくい。
	・　実社会に必要とされる人材を育成していただきたい。
	・　教育環境を充実させるのは良いが，名称を「学びあいのコミュニテイ」としてはどう
	か。
	・　高度専門人の育成とあるが，実学だけでなく，経営者を育成するコースを設けてはい
	かがか。また，それが本学の特色になるのではないか。
	・　産学連携については，抽象的なので今後，具体的な方向性を打ち出していただきたい。
	・　文部科学省・経済産業省事業の産学官連携拠点に応募してはどうか。
	・　知財戦略をもっと深化し，研究段階から，産業界での活用を見越した戦略を立ててい
	ただきたい。
	２）平成22年度概算要求事項について
	議長から発議のあと，伊藤理事から，資料2に基づき，平成22年度概算要求事項につい
	て説明があった。
	議長から，平成22年度特別経費のプロジェクト分の6項目のうち，4項目を選択し要求
	することとしているが，まだ項目及び詳細が流動的であることについて発言があった。
	構成員から以下のような発言があった。
	・　学生の立場になって考えた場合，リーダーシップをとれる人材を育て，地域の産業を
	支えるような項目を推していただきたい。
	・　人材養成や教育機能の充実については，大学の本業だから必ずやるべきことであり，
	その他の項目を充実させた方が大学の特色が出るのではないか。
	・　社会との接点をより強くできるような項目を盛り込んで頂きたい。
	・　社会貢献でも，経済的な成果にもつながるものを推していただきたい。
	・　産学官連携や地域貢献については，何らかの形で支援できればと考えている。
	２）平成20年度大学の主な活動状況について
	３）教員の選考について
	伊藤理事から，資料5に基づき，前回の経営協議会以降に教育研究評議会において承認さ
	れた，4件の教員人事について報告があった。
	４）平成21年度入学者数について
	牧野理事から，資料6に基づき，平成21年度入学者数について報告があった。

